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概
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」
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⊥
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概
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⊥
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本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

吉
田

本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

に
置
く
。

本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

（
一
）
研
究
集
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

（11）
学
会
誌

『基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

（
三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

（四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

に

賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

（
一
）

一
般
会
員

（11）
学
生
会
員
　
大
学
院
学
生
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
。

（111）
会
友
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
で
、
研
究
集
会
で
の
発

　
　

表
の

機
会
と
学
会
誌
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

会
友
希
望
者
は
、
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
会
友
と
な
る
こ
と
が

　
　

で
き
る
。
二
年
以
上
会
友
で
あ
っ
た
者
で
、
会
員
に
な
る
こ
と

　
　

を
希
望
す
る
者
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
に
よ
り
委
員
会
の
議
を

　
　

経
て
、
総
会
で
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

本
会
の

経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

六
、

七
、

八
、

に
充
て
る
。

会
費
と
し
て
、
会
員
は
年
五
千
円
、
会
友
は
年
三
千
円
を
納
め
る
も

の
と
す
る
。

本
会
の

運
営
の
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。

a
）
代
表
者
（
一
名
）

（
二
）
委
　
員
（
若
干
名
）

（11D
監
　
事

（
一名
）

本
会
は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

項
を
協
議
す
る
。

本
規
約
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則

　
本
規
約
は
1
九
九
八
年
十
二
月
施
行
、

運
営
委
員
会

　
　
代
表
者
‥
高
野
晃
兆

　
　
委
　
員
‥
林
忠
良
、

　
　
　
　
　
　
芦
名
定
道
、

　
　
監
　
事
川
水
垣
　
渉

110
0
八
年
七
月
改
訂
。

片
柳
榮
一
、
宮
庄
哲
夫
、

竹
田
文
彦
、
武
藤
慎
一

勝
村
弘
也
、



第
二
十
八
号
編
集
実
務
委
員
会

高
　
野
　
晃
　
兆

林

忠

　
良

片

　
柳
　
榮

1

宮
　
庄
　
哲
　
夫

勝

　
村
　
弘
　
也

芦

　
名
　
定
　
道

竹

　
田
　
文
　
彦

武

　
藤
　
慎

◆

一

二
〇
〇

八
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

110
0
八
年
十
二
月
三
十
日
発
行

発
行
者

発
行
人

発
売
元

印
刷
所

定

価
1
＝
O
O
円

（本
体
二
〇
〇
〇
円
）

京
都
大
学

基
督
教
学
会

京

都

市

左

京
区
吉
田
本
町

京
都

大
学
大
学
院

文
学

研
究

科

キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室
内

高
　
野
　
晃
　
兆

㈱

　
一
麦
出
版
社

札
幌
市
南
区
北
ノ
沢
3
丁
目
4
－
1
0

㈱

ア
イ
ワ
ー
ド

本
誌
の
御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

替
0
1
0
三
〇
ー
五
ー
七
二
〇
七
）
へ
、
定
価
ニ

1O
O
円
（
送
料
当
方
負
担
）
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。



JOURNAL
　　　　　　　　　OF

CHRISTIAN　STUDIES
　KIRISUTOKYOGAKU　KENKYU

Vol．28 December，2008

　　　　　　　　　STUDIES　DEDICATED

　　　　　　　　　　　　　　　TO

PROFESSOR　EMERITUS　EIICHI　KATAYANAGI

THE　SOCIETY　OF　CHRISTIAN　STUDIES

　　　　　KYOTO　UNIVERSITY

　　　　　　　　　Kyoto　Japan


